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青年心理学 にお け る対 人関係 の 分 析
＊

野開教育研究所

西 平 直
＊跳薯

（1 ） は し が き ．

』
との 論文 は，青年の 対 入関係 を，如何に 心理 学的 に 分

析 す る か ， とい う問題を論 じな が ら ， 同時 に，青年心 理

学 そ の もの の 方法論的反省を意 図す る。

　 1 ． 嘗 て ，青年 の 霄 い た ド両親 」 と題す る，数百 枚 の

作文 を前 に しで ，厂こ の 複雑 多様 な人間関係 を，科学的

に 取 り扱い うるで あ ろ うか ？」 とい う疑惑に呆然 と した

t とが あ る 。 そ れ ら は．余 りに ，主 体的 ，個 別 的 ，月、つ

偈然的で あり，具体酌な A − B 二 入 の 聞 に 働 く心 理 現 象

は，一
回限りの 歴史的個別 性 を持 つ て い る よ うに 患えた

か らで ある 。 しか し約半月 の 聞，作 交 を読 ん だ 後，こ れ

らの 人間関係 も ，
一・定の 立 場 か らは ，

’
何 か法則訥な機能

に統合 され得 る と考え始め ， 心 理 学 の あ らゆ る領域 に，

そ の 立 場 （分 析 の 概 念 ）を求 め ，と れ を，ま と め て み た 。

〔（ユ）PP．　9− 13〕

r対 人関係」 （Human −relattonships ）の 追求 は ， 必 然

的 に，

（A ） 個人内の ，Psychodynamics に ま で 還 元 す る方

　 向 。

（B ） 社 会 的な ，人 閥心 理 の 現象 と して ，考察 す る方向

　 に 別 れ，

こ こ で も叉 ，青年心 理 学が ， 常 に と つ て きた 折衷主義

（elec しicism ）的 に ，場 理 論 ， 精神分析学，学習理論，

パ ース ナ リ テ ィ諸理 論 ， 社会 ， 性格 心理 的考察が用 Ψ、 ら

れ る 。

（C ）　 しか も，対 人 関係 は，もつ と も 日常 的 な 問題で あ

　 り，根概 に お い て ，経験的人 間学 （LKant 等）の 考

想 と関運 して い る 。

　 従 つ て ，ABC 三 つ の 立 場 か ら考 察 を進 め る ご と と し

　
＊ The 　Ana 工ysis　 of 　Human ．relationships −A 　Meth −

　 odological 　Design　 of 　the　 Psycho1ogy　 of　Adoles ・

　 censep −

　
＊ ＊by　 Nishihira，　 Naoki （Noma 　Institute　 of 　 Edu −

　 cation ）

た 。

　 2． 青年期 の 生活牢 間は ，拡 大 しつ つ ある とは 言え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P’
成入 期 の そ れに 比 べ れ ば ， な お か な り，単純で ，家族 。

友 人
・
異性

・
教師が 畑 吩 で あ り， 特定 の 場 合 に ，親戚 。

先輩 。雇傭者 が 問 題 に な る程 度 で あ る。 こ の よ うな ， 外

部 か ら規定 した対入関係 ， 対象に よ る分類を， r対入関

係 の 種類」 と呼 べ ば，多 くの 青年心 理 学書 は ， 「青年期

の 友人 関凶 ・「異性え の 適応 」 とい う如 く，こ の 種類 に

よつ て 論 を進 め て い る 。 こ の 個 々 の 対象 との 対人 関係 を

記述す る 位租 は ， i 対人 関係 の 構造 を ， 方法 （分 析 の 概

念 ）に よ つ て，再構成 し，説曙 す る位祖 に移行 し，ii個
々 の 領域 に 関す る知 識 に よつ て ，青年 期 対入関係 全 般 の

根本的特質 を究明す る ，よ り高次の 立 場 が 期待さ れ る o

こ の 立 場 は ，「青年の 感覚 ・青年 の 思 考
・青年 の 本能．1

（F 。ト レ シ イ ー，野一ヒ俊夫氏 ） とい う章 節 か ら，徐 々

に ，よ り統合さ れ た 形で 叙述 され る に 至 つ た ， 過去の 青

年 心 理 学の 歴史が示 して い る 。 t の 論交 は ， 多 くの 既刊

書 に よ る 知 識 ・作．文 ・円 記 を 再 構成 し，対 人 関係 を，方

法 （分祈の 概念 ）を 申心 と して ，分析 し，後に ， そ の 統

合 と，方法論的反省 に 言 及 した もの で あ る p

　
’

（皿 ） 青年 期対 人 関係 の 方法 的分析

　 A 　 個 人 内 の 心 理 力 動 性 の 立 場

　　　 a 　 対人 関係 の 強度 と 深度

　A −− B 二 人 の 問 に ，一一定 の 心 の 紐 （Rappor の が 系吉ば

れ る時，場理 論的 に ， こ れ を 力学的緊張系 と して と らえ

れ ば ，場 め中で ，どの 程度 に 強 い 緊張 系 を持 つ か を，対

人 関係の 強度 と呼 ぶ 。 外部 の 干渉に よ つ て ，簡単 に 解 消

す る 交 りもあり，逆 に 外部 の 圧 力 に よ つ て ，我 々 意識

（X4「e −feeling ） が 強ま る 交 り 毛あ る 。 青年 期 の 対 人 関

係 は，…
般 に，児童 期 ・

成人 期 に比 して ，強 度 が 高 い の

で あ るが ， そ の 背景 に は ， 青年 の
， 成人 に 対 す る反抗 ・

現実社会 に対す る不 満，他 の 友人 逮 に 対 す る反撥等に も

とず く強 い 「我 々 意 識」を 見 嵩す 。 友入 同士 が，ノ ート

や手紙を交換 し あい ，時 に は ， 符号 を 使つ て 二 人 だ け の
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世界 を 作 ろ う とす る傾向は ，多 くの 作文 や 日記 に 見 え て

い る 。
（2）合言葉 。隠語 ， 同 じ服装 は，外部 との 闇に障壁

を つ く り，
一種 の 集団 へ の 逃 避 と な る 。

　 しか し，強度 の 強 さ は ， 個人 内の 緊 張 の 強 さで あ つ て

直 ち に 二 八朔）交 りが 匝常的 な もの で あ る こ と を意 昧 しな

い 。 強度 の 高い 青年期の 友情が ，か えつ て 破れ 易 く ， 時

に絶 交 と い う形式 を と る こ と も少 くな い 。 こ の 友 清 の 崩

壊は，むし ろ，強度 （緊張） が 高 す 蓄たため に，青年

が，他 の 対人関係，自我関 与 と葛藤 を感 じて 離友す る め・

で あるが ，更 に ， 青年期特有の ， 自己嫌悪感が 背景 とな

つ て い る こ とを 見逃 し得 ない 。 自己 の 内部 に 自己 に対す

る 不快感 を持 つ ，つ ま り， dA ，− A （direction　 at 　A

from 　 awag 　A ） と して 7Sされ る ヴ ェ ク タ ーは，常 に破

壊的な形で ， 緊張を解消しよ うとす る 。 い わば絶交は ，

青年 の 理 想主義と ， 自己 嫌悪感 の もた ら す，「取 消 しの

機制 」 （Uindoin9）に 他 な ら な い 。

　 対 人 関係は ．強度 と共 に ，パ ース ナ リテ ィ に 中心 層 と

周辺層を考えると き（K 「etschme 「・Lewin 　3／・）二 入 の 関

係がどの 程 度 深 い 層 に 関係 す るかが問題 とな る 。 こ れ を

対 人関係の 深 度 と呼ぶ 。
（4）

　 青年 に は ，非常 に 深 く親 との 交 りを 持つ 者 もあ る が ，
’res分 の 内面 的 な 問題 は，父母 に 殆 ど話 さな い 」 と か ，

教師に 対して も 　「高校 の 先生 は まず，われわれ の 生活

に縁が うす い 」 か ら反抗心 さ えお こ らな い とい う者も多

い 〔（5）p．82）。

一・Vlk
”
に ，青 年 期の 友 入関係 の 根本 的特色

は ，交 互 に深 い 交 り．をす る，い わ ば r魂と魂が 触れあ

う」こ とで あ り，gang −age ，　 c め wd 　age の ，詞 じ 目標

を追 求 す るが ，集 団 の 成員 は，交互 に 皮 相 な 面で の 交渉

しか 持 た な い 対入関係と対照的で あ る 。 深 い 層で の 交渉

．を求 め る とき ， 自ら ， 入 数 は 限定 され ，
1
性格的 ・

思想 的

な 共 鳴 を求 め ；「理 解 して くれ る入 が一八で もほ しい 」

と切 望 す る 。

　青年が家庭の E 常 生 活，成入 達 の 社交辞令 を 贐 う傾向

は ，孤 独 の 要求 （L種 の 防 禦機制） と共に ，周辺 的 な 人

商関係 へ の 不 満が含 ま れ て い る 。

　 「僕 は家 で ほ非常 に 無 口 で す 。 別 に な に とい う理 由 も

　 な い の で すが ， た だ 馬 鹿 ら しい よ うな 気に な つ て ，し

　 や べ りた くな い の で す 。」 （男子 ・短大生 口述 ）

とい 5．気持で あり，父舟，教師が ，深い 層で の 交 りを持

と うとして や らな い 限り，多 くの 青年 は あ き た らな い 気

持 を持つ で あ ろ う。

　　 b　対人 関係 の 動機 と機制

　 A − B ご 人 の 交 際 に は，AB い ず れ か が ，な ん らか の

誘意性を持 つ こ とを前提 とす る 。 こ れ を 「対人 関係 の 動

機 」 と呼べ ば ， こ の 動機 はB 肖身 に 対 して 向け られ る一

次的動機 （愛情 ・尊 敬） と斑1」次的動機 （B は物 晶を くれ

る ・B との 交際 は社 会的信用 ・．賞讃 を うる 等 ）と を含ん

で い る 。 B は 嫌 い で あ るけ れ ども，　 B と伸の 良 い C と交

わ る ため に は ， 自分 もB と交わ らねば な ら な い とい う闘
』

係 は， トポ ロ ジ カ ル に ， 目標 G に 到 達 す るた め の 通路

WA ，　G が ，　 WA ，　B を包摂ずる と表現 さ れ ，児童 期に

比 して ，青年期 に は ：か な り，こ の よ うな 場合が少 くな

い の で ある。 例えば ピ 青年期 の 恋愛は ， 対象な き恋愛

　（Gegenstandioseliebe ）T
−Spranger 一 と名 つ く rl∫き時

質を持 つ が ， こ れは，環実 の 「誰 」とい う異性 に 対 して で

は な く異性
一
般 へ の ．1蛍憬 を特定個入の 上 に project す る

に 過 ぎ ず恋愛 に よ つ て 肖己 の 無力感，劣等惑 を安定 せ し

め ， 他 の 友人達 か らの 社会的承認の 要求 が み た さ れ る と

い う副次的動機 が強く働 い そい る 。 青年 は 自己 の 内面的

成長 を 刺 戟 して くれ る友人 ・先 輩 ・師 を 強 く求 め ，　Goethe

に 見ら れ る如 く，成長 の 素材 と して ゐ入 闇関係は ， 発 達

的過渡期 に あ る青年期対人関係 の 申心 的動機 とな つ て い

る 。 か か る 自己的 な動機 を瑾解 し得 な い 限 り， 青年 と交

際す る こ とは 常 に 失望 を与 えられ るで あ ろ う。

「入聞関係 は 常 に 意識的 な動機 に よつ て 形成 さ れ る とは

限 らず，無意識的な mechanism に よつ て 動 か さ れ る 。

こ れ を対八関係の 機制 と呼ぶ o 例え ば ， 動機が全 く意識

さ れ な い に も拘わ らず ， B に 好ま しさ を感ず る （「虫が

好 く」）の ぱ，後 に な つ て ， B の 声 が ．幼児期 に 世話 に

な つ た 人 と似て い る と か ， 死 ん だ 姉 と眼 つ きが 似て い

る等 の こ と に 気 が つ くとすれば，B に対 し積極的 な転

嫁の 機制 （positive　f：ransference ）を 持 つ た と 言 わ れ

る 。 と の 意識的な 場 合は ，補 充的 要求乃 至 ，代償の 要求

（substitntion ）で あ る 。

以下，代償 の 顕著 な一一一
例 を 示 す 。

　 「C は下級生で あ るが ，年令は一才年 上 の 異 性で あ

　る。 私 は C に 崇拝 的 な 観念 を 狩 つ て い た 。 C は優秀生 　　
’

　で あ り，同級 の リ ーダ ーの み な らず ，校友 会 に お い て

　も常 に，り一ダーと して 活躍 し，そ の 頭脳の 聰萌さ は，

　生徒の 信頼の 的で あつ た o （中略）

　　C の 性格 は ，温 順 な 中 に 一徹な 厳 し さ を持 ち ，私 の
’

　父 と良 く似て い た ⇔ 当時 私 は 父 を失つ た（生 別）。 父 は

　子 供 に対 して ，母 よ り厳しい 中に も ， 澳い 愛情 を持 ち

　私 は 心 か ら慕つ て い た 。 従 つ て ，精神的打撃 は 実 に大

　きか つ た 。 父の 思慕が ，父 に 枳似の C に 何 か を求 め よ

　うとさせ ， C が父 に 代償され ，　 C の 態度が私 の 心に 残

　る よ うに な つ て い た 。
…■一一

」 （女子 ・短 大 生 ）

　殊 に 両親に 対す る青年 の 感清は ， 権威 と し て の 父の

Imago 　を摂取 して Super・ego 　を 形 成 し ， 特殊 の

Complex を持 ち，独 立 の 要求 に よ る 心 理 的離乳 と， 愛
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一

情 承 認 の 要求 に よ る依存 とに よ つ て ，複雑 ，； amb 三va ・

lency を持 つ て お り ， 厂閥 1」の 考想 な しに 表 面、　i！な分

析 に終 始す る t とは 許 され な い の で ある 。 蘇 に 青 手期 の

」1⊥格形 成 に お い て は ，「自己 もあ あ な りた い 。」 「自分 は

あ あは な りた くな い 」，「ああい う人岡 こ そ 妊 ま しい 集 1生

だ 」　とい う Identification を i戸心 とす る 幾つ か の 隲制

を 重 視 す べ き で あ る 。
一，瓢 例 示 す る 。

　 r私 は 日頃，両親に 見 習い た い と思 ．，屯 は，多 ・なあ り

　 ます が ， 観 に 母 に多 い の で す 。 私 か 母 の 立 揚 に 立 つ た

　 らあの よ うに 出来 るか し ら と今 か ら気 に病 み ま す。」

　　　　　　　　　　　　　　 （女
・1萄生 　15 才）　、

　 「……
私 の 父が ， 私 に とつ て ， こ の 卩［：で 断 然結婚した

　 くな い 男 の 型 で あ る とす れ ぼ，M 夫 人 は，．私 の な りた

　 くな い と思つ て い る女の 型 を 代表 して い ま しfc。 」

　　　　　　　　　　　　 （ジ ッ ド ・
未完 の 告白）

な お ，青年期の 対入 関係 に お い て ，殊 に ．青年 の 自負一

自卑 と 結合した Projection
，
　 Introjection

，
　 Displace．

ment ，　 Regression
，
　 Fixation（夂 』の ） ，t が ， 多 くの

作文 に 見出され た 。

B 　 心 門心 埋 の 立 場

　以 上 の よ うな 分析は ， 対 人 関係 を，A 個 入 内の 心 あ 機

制 に吉で 還元 し，動白勹に把握す る こ と を 目ゴ能 な ら しめ

た 。 しか し，心 酌 エ ネ ル ギ f・一の 終済 動，局所 」勹考 察 力 進

む に つ れて ，再 び ，実体的 ・嬉威的概念 に 逆戻 りす る恐

れ があ る とす れば，厂対入関係」を強調す る本来 の 主旨

をそ こ な うこ とに な る 。 「対入 関係」 は，あ くまで
‘
社

会 に お け る ，A −−B ：．入 の 心 問 心 理 の 問題 と して と らえ

るべ き で あ る とい う第二 の 三7場 差，必然的 に要 、，ttされ る

の で あ る o

　　　 a 　対 八 関係 の 役判 ・抜巧 ・わ ギ

　社会心理 学 に お い て ， 個人 t’rk−一定 の 地 位 （Status） を

占め ，
3E 一の 役割 （r61e ）を果す存在 とみ な され る 。

（6）

青．弔自ら も，厂自分 を亦 ん 坊 の よ う に 恵 つ て い る 。」
。

「家 の 人 み ん なが ，自分 に催りか か つ て い る 。」等 と ， こ

れ を意識 して い る 。
つ ま り彼等 は ， 対人 関係の 鍾類と ぱ

別 に ， 夫 ・魏 理 的役判 を朱 して い る 。

　殊 に 青乍期 の 対 人 関係で は ，性的役割 （男ら しさ ・女

らし さ ）が 重 要 な要素 と して 佃 い て い る 。 友入 関係 に お

U．）て も，・補充 ll勺要 求 に よ り， 男性的要素 と女性的要窒

（0 ．Weininger ）が 茱 引 と反 ま發 （拮抗）翻 寸 た せ 〔（7 ）

参照⊃，両4 との 関係 も，同性 の 羅 と異性 の 綱 とは．夫

み 雁 つ た役割 を もつ て 結ばれ る 。 父 親の ，男 ら しい 言吏

畳 々 と しわ耋度 ，韓い 性格，は ， 女子 に と つ て ，口 ち に

同一化の 対戛 と な らず ， 「対照 化 」（1．P・弓5 ）の 械制が 働

く。

　膏年．e との 座 勹こおい て ，もつ と も顕著 に気づ か れ る

役割は，「．入 を笑わ せ る」 役割で あ る 。 あ ら ゆ る＝ 態で

纛己 の 失 敗 を 述 べ ，お どけ る こ とに よつ て ，す な わ ち 自

己 を過 少マ価 させ る こ とに よつ て 人 を笑 わ せ る道化師的

と も 一5べ き 方法 を と る者 と，笑を 見出し指捫 す る ユ ー

モ リ ス ト の 方 法 を と る 者 とが あ る 。 們入 の 果 す 牧割 々  

次第 に canalize され た 時 ， い わ ゆ る 二 次的社会有性

（The 　 secendary 　social 　 trait） と 叮 ぽ れ る 反応 の 彈
1
が

で き る 。 （後述 ）こ れ と は 別 に ，第 三 者 fi場 の 圧 力 な ど

に よつ て ，一定 の 礼伊作法 や，攻 撃・・親愛漢の 実現 ，虚

栄心 の 表 出が 行 な わ れ る 。 こ れ を対人 関係に 才・げ る扱 巧

（technique ） と呼盡ミ。
　 A 　B 　C の 交 りに お い て ，　 A は B

を讃め るこ とに よ つ て ， C を攻撃 した り，
　 C 攻撃す る こ

とに よ つ て ，B との 親愛感を示 した りす る 。 叉時 に は，

B 自身 に 軽 い 攻 撃 を 加 え る こ とに よつ て ，B との 紗 夏惑

を 示 す こ と もある D
一人 の 1コ 校生 は，友 人 の 日記り 中に

tl分の 名前に 「君 」 が つ い て い るの を発見 して 非 旨に 満

足 して い る 。 こ れ 昧日 宵 生活の 呼 び捨て は ，青年 期 （主

として 男子 の ）友 筒を 表現 す る技巧 に 他 な らな い か らで

あ る 。

　 杜 会 的 丿、彡鞘 を 史に ひ ろげ て 考宗す る 時 ，A −−B 二 人 ρ

人 闇閃係 は，濁建的思想
・
男．專女卑の 思 想，肘 沫 の 階級

恵 識 な どの 文化 的 肩 景 に よつ て 左 右 され て い る 。 こ れを

枠紅 （frame ・f　 referencg ） と呼ぶ 。 閖鎖的 な社 会で

あるkt 村 と，開放的 な 都市 とで は，自ず か ら対入閥系も

異つ た 摂昧 を 赫 ち，夊男尊女 卑 の 家風 を持 つ ゑ庭 に 育 つ

た青少 トは，1榔 じ杓にせ よ反押的 に せ よ，対 入 関係 をあ る

聽殊 な 枠 r己に お い て 見 る 。 更 に枠組 は，家柄や 職業
・
貪

冨 ・父魁 の 社 会的 地 6s　￥ に よつ て ）．，　一；さ れ る 。 前辻の 地

位 ・牧割 と関聯 して ， Af は B 。 C ・D 等に とつ て は ，

「常 に A の 妻 と して 」対 入 隅係 を編ぶ べ き 入 とな れ ば，At

の 対入 関係ば ，
A とB ・C ・D との 対入関f に よつ て ，

決定的 に 彡響 され る の で あ る 。 「短 i：」・「後烈 」・「粮委

負 1・「前 41」等とい う社会的 な 名称 は ，常 に 個人 に一定

研 1判を着せ るの で あ り，対人関係が，社 会 の 中に お い

て の み 行 な わ れ ，現 象す る以 上 ， 1枠組』 の 概念 ぱ ，必

頁と い わ な け れ ば な らな い 。

　 旧制高校
’
t”は ，特殊 な ll根 に よ つ て 規定 され ， 誇 りと

削 と使 籥感 を持 つ て 生 活 レ， 叉 対 人 関係を紜 ん だ こ と

は 渉 1」知 の 4i：実 で あ る 。
〔s）背年の 中 に は ，対 人 関係 に お

い て ，意識 的 に
一種 の t’i　f9 （権 威 ） を強 調 す る者 が あ り

「潅威主義的性格」（Fro 皿 皿 ）と呼 ばれ る よ 5．な，他 人

に 対す る支 配一服従 の 両 極的行動 を とる 。
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　　　b　対入関係 の 基本約態度 （胴 土）

　既 に ふ れ た よ うに ．儡人 A が ，制定 の 個人 B と交わ る

とき ， 当然 A 内身 の 持 つ 礼会 白1特性 ヵ§
問題 と な る 。 こ れ

を，内的な psychodynamics に迄 遠 元 せ ず ，個人 の 態

策の 特殊性 と して 見 る 立 場 恚 当然性格毛 理掌 の 鎮抜で

あ る 。

　 こ の ，個人 の lI刷 ∫性は ，広義 に は，個人 の 世界観 に

お け る 対人関係 の 地 イf が 聞題 と な る o シ ュプ ラ ソ ガ ー

（E．Spranger 〔9））の Lebensformen に お い て ， 社会

的 粐神 作用 は人 間関係 を rド心 と し，個入島柏 神称用の ｛而

伊追 求 とは ，「人 門」の 重 視 に お い て 全 く異つ た も の と

さ れ，社会的精神作用 も ， 秩本 1勹に は， r力 」 を追求 す

る 権 力的類 型 は，肖ら人闇魄外 を今 み，人門 そ の もの へ

の 関心 と愛 を持 つ 社 会的謝 型の み カt，世 募観 の 「lti　・L に 人

間 を位置 づ け る，と考え られ る 。 な お 辻 求す る仙 群 は未

分化で あ るが，男子 とft　r−，な どで は，か な り人 開関係

ゆ 意 昧 が 與つ て い る 。 こ の 考 想 は，に，度 則定 乃 至 骸業興

昧 テ ス ト竿 に よ つ て ，計蠱 化 され ，青年 の 駭叢闘味 に ，

対入的 （tst全 s｛］）な領城が占め る 地 位を算定す る こ とが

で き る 。
Ce ＞

　 個人 の 対人 閃係 は 1人 定 す る1蝸剤 ナ匪 と して ，狭義 に は

基木 ．／l対人態度が考え られ る o ホ
ー

ナ イ （K ．［Horney ）．

が ， 対人関係 の 共 本構遣 と して ，親和的 （mov 圭ng 　 to“

ward 　people ） ・ 敵 対 ，．1｛」（moving 　agains むpeople ）・斷隻

入 1／i（皿 oving 　 away 　from 　peoPle ）の 三 態度 を あげ，
−
k・

々 幼5｝己｝導孟こ埀善つ た ， 基本 ［勺イく安
一一

無興力感 （he工plessness）
・敞 1氣塗♪ （hostility）・尹気独 球（isolation）に 恨ざ す と主

張す るの ば ，そ の ，最 も了1王織 だ う た もの と
．一

え よ う。
（tl）

　 青年 の 作文 に 見出さ れ る 対 八 圜 係 は ， ζ の gt 本約対人

L月係 に 基 く，依存 率：1傾 向 ・攻 撃 →勺傾肉 ・内閉 翁 ・
讐反的

恒向 と して　か な り明慣 に 分析するt とカ ［1能で あ る 。

青年 心 理 学 に お け る対 人 関係 の 類型 翻 巳握 に お い て ジ
フ

ロ ム （E ．Fromm 　12） の ，世界及 び 八 問 （他 人 及 び 自

己 自身 ）に．対す る　同 化作用 （Assimilation）と社会化

作用 （S ・ cializati ・ n ） の 理 念 型 は ，多 くの 意味で ・も

つ とも共鴨すべ き 点 を持 つ て い る 。
フ ロ ム は ，生 産 ↓勺

（pruodctive ） とい うこ と を，そ の 倫理 観 の 中心 と し，

人 問 へ の 愛臨 理 li狛 勺思 考 を労 作 ヨ勹態 度
．
（W ・ rking ・ r．

ientatiofi） と呼 んで い る 。 ζれ に 対 し，非 生 産 白な態

魔 （方針） と して ・

（a ） 受容的 と度（receptive 　orientation ）一す べ て を 外
；

部か ら受 け依存 し廿え る o

（b ）　
’
勢 工反日勹、鵠度 （exploiting 　orientation ）一奥 も葦里念

　 もす べ て 外部 （他 人 ）か ら，力叉 は 奸肩
’
に よ つ て 奪 お

　 うと す る 。

（c ）　蓄積 、
f

［勺魁度 （horing 　 orien しatien ）一．一荘 ［鵬 二信用

　 をお か ず，自己 の 中に 秩序 と安辷 感 を本 め るた め に ，

　 す べ て を 汝
κ よ うとす る 。 「

（d ） デ 貞的 態度 （marketing 　 orientatiom ）
一一

す べ て

　を交 換 価 億 と考え ，臼分 目身 の パ ーソ ナ 1） テ イ まで も

　商品化 し ， F人が どう評価す るか 」，「い か に して 魅力

　 的 に な るか 」力 問題 とな る 。

　 こ れ らの 蒔物 他人 （及 び 自己 ）に 対 す る 慧度 は ，

masochistic ，　 sadistic ，　 destru〔live ，　indifferent， とノ受

夫 対 応 し 漸次個 八 の パ ーソ ナ リ テ ィ 制 Lと な つ て ゆ く 。

　 青年は，そ の 独 肖性 （個人差） を考え る とき 無阯 に ，

複雑 ！．9様相 を呈す る が ，こ こ で も，「拍 型 」 の 概念 が ，

そ の 混乱 を救 う。 た だ 田題 は，そ の 類型概念が 力動的で

あ るか 否 かで ある 。 他 の 領 坊 以上 に，全 体的 な 1再造蓬 関

か らの 了 解が要 求 され る青年心理 学は ， 積極的 に 倫理 の

門題 を導入 しよ うとす る 7P ’
ム 笠 の 考え方 ： ，学ぶ点が

多 い と思 うo

C 　 口
’
｝ll陸の 立

「
易
一

経獸
ド
」人 閉学

　以 上 は ，た とftプ 淪雨 で ある に a一よ ，一
応 ，利学 と し

て の 心 狸 学 に お い て ，甑用 さ れ 承 認 さ れ 九 考想 乃 至 概念

で あ るが ，青 F期 の 対 人 関係が ， 人 閇 の 存在 帰 勹門題 を

含 み ，しか も，もつ と も 日常 的 な 入 ケ の 岡 題であ るJy ヒ

思弁的，直観 的の 理 山か ら，哲学考 。夊 学者の 思想 を無

視す る こ とは 藷 さ れ な い の で あ る o ヒ ユ ーム の 入 ；1’1淪 ・

カ ソ トの 入 閏学 ・メ ス カ ル の パ ソ セ 等：をは しめ ，； 一チ

・［一・キ ヱル ケ ゴ ール ・ス タ ン ダール ・1・ル ス ト イの 諸 著

ダ1ぽ，い ずれ も入闇闘係 に つ い て 扉 い 洞奴 を 斧 ん で い

る 。

　若 し， F人 門 週係 」 とい う問題の 提 出の しか た を 肖十す

な ら」 移レ ・華 暖
・
嫉妬

・ド 博
・
虚羊 ’；の 実 用一一人 門単 ．

餉 （カ ソ ト ）ば 讃概念 の 使 用 翻 「され ま・よ ら な い 。

　 r1…・
尉、 ま試険1ソ失欺 した の を 発 表 の 二 日前 に 耳 に し

　た 。 そ の 時 の 私は ，残 念 だ つ た と思 うと同 lhに ，どう

　か 二 入 （冂級 の 友人 ）も溶 ち れ ば よい ，落 ちf くれ と

　心 の 中で 叫ぶ の だ つ た 。
……

発表 を 見 る と，二 人 の 名

　前は な い 。 『ああ よか つ た うれ しい 』 と心 の 中で 叫ん

　で しま つ た 。 v が 頼 に 伝 う た 。 そ の 瞬閲．二 人 を 憎 む

　 気持 は ， 朝の 如 く引き去つ て し ま つ た 　
・・…・

」

　　　　　　　　　　　　　　　（女 子 ・fV入 半 ）

　 こ の 攻 肖の 中に 今 ま れ た 心 理は ・「嫉 妬 」 と い う砒 念

な しに は ， と らえ る こ とて 出来 な い で あ ろ う。 しか も，

これ らの 概念 に よる 。 コ述乃f 兎明は ， そ の 限 t）に お い て

科学 的 と称 す る こ と はで き な
1
い の で あ り，な ん ら か の 一

定 の ・厳 甲学的 概 念 と の 対応，ア 埠 操作 ヨ勺な 定 蓑 を へ て ，
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始 め て 心 理 学 IIりに再構成され るの で あ る 。

　 McDouga11 は ，人 間学的 概 念 を心 理 学 1・1’・1に 再 構成 し

た 第
一一入 者 で あ るが ，彼 は， 「嫉妬 」 とい う対 人関係 に

見 出 さ れ る 現 働 を，
尸
r嫉妬」 は ，

　　「自分 の 求 め た 愛 情 の 幾 部 分 か を，対 手 が他．人 に yj冗

　 た場合，又 は 与 え た と想隊 す る易合に 生 ず る 。 薦柘 の

　 不 安定 な 状態 で あ り，もつ と も恒常的 な 要累 として ，

　 昏 つ け られ た 甘定 的 目我感 旧 （positive　self−feeling）

　 で あ り， 意識1ご及ぼナ他入の 感情如何 に よつ て ， 復讐

　 とヲr難との 両 極 を動揺するf匡」向で あ る 。 」（13，P ．133−

　 34）

と 虎き，　「嫉妬」 とい う人 lnJ’4fi・」な 概念 を，・L 理 学的な

愛 の 憾塚 以 び ， 肯定 的 自我惑情 の 現象 に 分矼して い る 。

　 な お 「嫉妬」 は， ミ ード （G ．H ．　 Mead ）の 考え を入

れ て ，

　 r他人の よ りよ き状態 ， 語判 ・八気 ・名声 そ の 他，幸

　運 を もつ こ とに 対 して そ れ との 比 較 に よ り自己価値め

　低落感 と，相 手 の 価 値否 定 へ の 動 機唇情 と して 展 mi し

　て 来 る 中核的 rne の 二 重的，＆1膏で ある 。
　 t れ に は ，常

　に 他 と 自己 との 枳対酌闘係構 造 が ，伺辺 的 me を 通 し

　 て 与 え ら れ て お り，中核的 me の 充実感 情が 不 安 動 揺

　的で あ る とき に 著 しい の で ある 。」 （14，p ．347）

と も説か れ る。

　　　対八 関係 の 1生頁

　 こ の よ うな ， 心 理 学的概念又 は 操作 と対応 せ しめ られ

た 人間学的概念 に よ る分 析 を，対人関係 の 性致 と呼 ぶ o

　筆者 は ，青午期 の 人聞関係 の 根柢 に ，夏 の 関係 （L ）

と力 の 関係 （S ）を認 め ， 両ヂ を操竹内 に （
一定 の 態度

測 楚 の 項 目 と して ）決 定 し，青年の 両親 に 対 す る分 柝 を

試み た 。 父 規 と ，

．
母跳 とに 対す る 態度 O （V“ s （F 点 ，M

点）は史に ，
L 点と S 点 との 比 （L 傾向。

工．　 p ．100）を

算 定 す る こ とに よ り，始め て ，psychodynamics の 開題

とな る 。 こ れ を，〃 心 理 学 的 距 離 4 （psy6holegical−di・

stance ） と して ，  最化す れ ，ぱ愛 の 次売 （Y 軸 ） と力

の 次元 （X 軸）に ，一促 個入 の 得点 を プ ロ ツ トす る こ と

　
＊

愛及 び カ の 関 係 は ，作文 を読 み つ つ ，筆者 か 考 想 し

　た二 要 素 で あ る が ， Spranger，（9）Murbhy ，⊂t・）＄ym ・

　 onds
，
（16） Fitz−Sirnonds （16） も， 同様 二 元 的 な 考 え を

　 し て い る こ と を後 に 知 つ た 。 な お ，入 間 関 係 を愛一僧

　 と，自負一自卑 との 二 尤 的 に と らえ た 最 初 の 人 は ，ヒ

　 ユ ーム （人 性論）だ と言わ れ て い る 。
パ ス カ ル も ，

「尊

　敬 と愛情 とは 極 め て よ くつ りあ つ て い ，尊敬 が 愛情を

　 打 消 さな い よ うに して ，
1
互 に 支 え あ つ て い な け れ ば な

　らな い
。」（愛 の 情 念 に 関 す る 説 （60）〉と言 つ て い る こ

　と等 か ちして ， 必 ず し も，こ の 二 元 的 な考 え 方 は常識

　か らか け湾な れ た も の と は 思 われ な い o 戸 だ 現 実生 活

　 の 実 例 に つ い て ， 両 者 を峻 別 す る こ と は 困難 で あ る 。

が 可 能 とな る。AM
’・力 の 関係の 自我 との 関係の 性質 を 考

え，愛は得点 の 高い 租跳近 r 抜近 し，力 は得点 の 高 い 程

敏遠
・
（果 r

冂i・＜ 敬）窩i童ざか る と考え れば，この 愛 と力

の 関係か ら，四 つ の 細合せ が で き，嫉妬 ・反抗 ・軽蔑 ・

同情 ・等 の 再 は ，容易 に心 理 学的 に 規定 す る こ とが 可 能

で ある 。

＊

　（愛及び 力 に つ い て の 作文 は 　1 ‘pp ．73− 4 参 照）

　 青年 心 理 学 は，児車 毛 運 学或 は ，学習心 堙 学等 と異 つ

た 方法論の 上 に 立 た な ければ な らな い が，そ の 一つ の 柑

違 ほ ，か か る八 問 学 的 概念 な しに は ， 肓年の 心理 を解明

し了 解 す る こ とが で き な い 点 に あ る 。 こ こ で は ，「感威 」

に つ い て の み 考察す る 。

　 「友 人 辻 の 好意 に ， 思わ ず泣け て し ま う ほ どで あ つ

　 た 。」　　　　　　　　　　　　 （男 了L・短 大 年 ）

　 「体 の しび れ る よ うな感じを，そ の 人 か ら受 け と る の

　だ つ た 。」　　　　　　　　　 （男 子 ・短 大 生）

　青年 は，人 固関係 の 中 に，大 きな 感數 を 見 出す 。
y 〈・一一

ソ ナ リ テ イ の 沢 い 層に お け る 交 りは ， 当然 ，
A − B 二 人．

の 関係 を，沖 刻な も の ， 真摯 な もの にす る 。 しか し ， 児

輩や 成人 の ，比 転r勺惑ず る こ との 少 な い 惑激 を，何 故，

責年 は こ れ ぼ ど強 く持 つ の で あろ うか ？　今 「感激 」 と

い う人同学的 な概念 を，心 遜 学的に，

　 「一一・疋 の 刺戟に よ つ て 興 奮が生 じ，感情 に強 い 変化を

　与 え，価値 蓉 と結合 す る 場 合 を感動 と呼び ，感動 の

　中 ， 目我 の 拡 大感 ・恥 感を伴 うもの を感激 と呼ぶ 」a

　 と定義す る 。

＊＊

　 つ ま り， 青年期 が ， 根 Ptfi勺に 不安定 な 時 期で あ り，無

力感と劣梺
’
感 を克服す る た め に ， た えず ， 他 人 か ら の 當

讃 と兀 1、9を渇 望 し，そ れ f「み た され た 時，深 い 歓吾 に ひ
・

た り， ．こ れをドi我 の 拡大颪 諞 感激 と し て 感 ず る の で あ

る 。 つ ま り，自我感情の 昂揚が ， 感激の 前毛h 条件で あ り

か くして ，青年が児一tt・成人 よ り，男 子 が 女子 よ り （女
．

チに は よ り感動 が 多 くみ ら れ る），感 激 性 に富 む の で あ

り，青年期 の 対人関係 の 歪 要 な一要素 とな つ て い る b で

あ る 。

＊＊
学生 の 書 い た ， 「感鐓 の 体験」 は ， 感動 と感激 の 両

者 を含 ん で い る が ，両 者 は ，や や 異 る と 思 う。 ∫
’
入 与

試験 に 合格 した o ∬ 試合 に 優 勝 し て 母 校 に か え つ 寿

時 。」「教 え て い た子 供達 が ，自分 の た め に 泣 イ
’て くれ

た 。」等 は ， 他人 が 自 己 を認 め ，賞讃 し て くれ る こ とに

ょ つ て ， 自 我 の 拡 大 感 を覚 え ・るの で あ る　十 八 オ の 無

名の 学生 ロ マ
’
ン
・卩

’
ラ ン が ， 世界 的 文豪 ト

’
ル ス ト イ にv

自 己の 悩 み を訴 え，三 十 八 頁 に 亘 る 返 信 を うけ た時 の

感激 を そ の 自伝 （「内 面 の 旅路 」）に し る し て い る の は

も つ と も良 い 例 で あ る 。
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1

西 平 ： 盲年 心 理 学 に お け る対入蘭係の 分祈

（皿 ）　青年心理学の 方法論的 反省

　　　　（対人 関係 の 分析を中心 として ）

　 a 記 述 と説明

　 記 述 は 自 ら説明 を含み ，’説明 も亦 ， 。己述 に よ る の で あ

り，記 述 と説明 は ，実際問題 として 峻別 す る こ とはで き

な い 。 しか し，現 に青年は どんな 交友関係 を
．
持つ て い る

か ．青年 は 父及び母 に ， どの 程 度 好悪 を感 じて い る か，と

い う命題 を 出し，こ れ を質問紙 （態 度 測定 ）で 調べ た と

す れ ば ，それ は ，材料蒐集餅 計 齣 操作で あり，r大量

観 察」を求 め る実態 調査 と して ，記 述 を主 とす る牆県が

得 られ るで あ ろ う。 例 え ば ，（1 ）両 親 に 対す る態度 を

一是 の 操作 をへ て 計量化 し，F 点 （父）M 点 （母） と し

て 示 せ ば ，t れ は ， 現 に ，あ る 地域 の
tt

ある階層の 青年

達 は ， 両 夢 に どの よ うな 態度を持 つ て い るか を 記 述す る

資 料 を 与え る 。 こ れ に対 し，人 間関係 に ，寝 及 び 力 の 二

関係 を考え ， 男子 ・女子 ・
又 は あ る物定 の 青年が ， どの

よ うな 愛 （L 点）と力 （S 点）の 関係 を 持 つ か を計量化

す る な ら，記 述 は よ り力動内 とな り，そ の 対 人 関係 の 溝

造 を 明 らか に す る （説明す る ）こ と も望 み赫 る 。 「あ の

ぎ年 は，何 故家出を した か 」 とい う問い は ， 家族 との 対

入 関係 を，彼 の 内，1勺心瑾 過秤 と結 び つ け，帆 涓由 に な つ

た 時：に ，答えられ る 。

　既 に 述 べ た如 く ， 対象 （対 入 関係 の 賃類）を壬｝心 と し

て 論 を進 め る と， い き お い 記述 を 中 心 とす る 形 とな り，

方法 を 中 心 と して 論 を進 め る な ら，説 明 に Sl　kl をお く青

乍 心理 学 が で きる 。 質門紙 ぴ も ， 態度 も測定 も，意識的

．に，阿 述約な 面を求 め るカ  説明的な面 を求 め るか に よ

つ て ，問題構成の 立 場 や ，粗点 に対す る解釈 は，自ら異

つ た もの とな るで あ ろ う。 青年心理 学 は， f明 の 面 を，

もつ と強調 して よ い の で は な い か と思 う。 しか し，い う

迄 もな く，記辻 が あ る 』 度 な さ れ た 後 に ，始 め て 説明 が

可 能 に な るの で あ り，又 読萌 は ，次 の 段階 の pd 述 に な る

もの で あり， 両 者 は 交互 に，弁証 法 的 に とられ るべ き tl

場 で あ る 。

　 b　実証性

　科学で あ る こ との 一条件 は，そ の 筴証性
1ア

か か つ て い

る 。 勿 論，多 くの ，青 年 に よ つ て 書 か れ た 日 乱 ・作文 9

伝 記等が，あ る命題の 実証 とは な る で あ ろ う。

　 「実際に は そ ん な で もな い の に ， 自分 は 丈が低 い とい

　う劣等感 に何 時 も悩 ま され て い る」 （女 子 ・高稜屯 ）

　 厂そ の 入 （異 性）の す る こ とは すべ て 理 想約で ， そ の

　人 の 持つ て い る 性貞は ，す べ て す ば ら し く思 え ま し

　た o 」　　　　　　　　　　　 （男子 ・新 大 生 ）

　こ の 二 つ の 手 記 か ら，「青 年は 仮室 の 劣 等感 を 持つ て

53

い る」o 「青 4一は異住 を実際以 上 に 過穴評価す る 。 結 品 作

用が働 く。」とll う命 題 を出す 。 こ れ らの 資料は ， た つ た

一例で あつ て も ， β述 の 資料で あ る と共 に ， あ る程 慶，

命題 の 実調 鮭 持 つ て い る 。 小説や 伝記 の 引 例 や 分 析 は

か な り憲味 を持 つ もの で あ る
。

　 しか し，こ の よ 5な 特殊 の 例は ，

　 r女子高校の 虫，私 に は すべ て の 男性 が け が らわ しい

　下 品な も の に 思えた 。」　　　 （女 子 ・短入 生 ）
とい う別 の 例に よ つ て ， 全 く逆の 命題 が 成 r．す る可能性
も含んで い る 。

　青 4心 理 学 の 論述 は，「夊 学 r〕よ感 じ」 を与え ， 客観

的 な 硅 実性が 乏 しい と評され るの は ，
一

敬 に ，計量化 に

よ る検証 が 不足 して い るた め と思わ れ る 。 青年 b理 学 の

領域 で は ， 実験季的 な厳密 な 条 件分 析 や 計 量 化 は 期待 し

得ず ，
一・定 の 限界 1まあ る と して も，Sociogram，　 socia1 ・

distance の ｝UI定 ， 男女共学制liiと非共学制群 との 異性

観 の 相灘（大酉氏），サ
Yr

些の 理論 値 と繆堺値 の 差異 （筆

者），等，二 群 の 比 較 と して ，仮 兎演 繹的 な ，命題の 検証

を 目 1杓とす る調査が ， もつ と採 用 され ね ば な らな い 。 両

親 との 関係 を，反抗 ・・Lk 勺離 乳 と して 削 述 す る こ と と

共 に ，豕 庭 ，こお け る FrUS 亡ra 七ion が ，両親 に 対 す る態

度 とどの ような 閃併 こある か を ，
一定 の 操｛f （F 点 ・M

点 と Frustrati・ n の 点 との 季F！関 ・フJ 至 分 峡分 析）を通

して ，実 証 ．」勺に 論 ず る こ とが 要 求 さ れ るの で あ る 。 こ の

実 piE の た め に も，、己迷 ヨ勺な 立 易 を，よ
”
O　

’
FI．次 の ：：述 （説

明）的 S立鯣 に す る 必 要が あ る 。 」

　 c 　青年口椿 心 理 学 （梳
一一の 立 場 とギ 浪 の 展 矍 ）

　青年 心 理 学が ，対入 関係 を一lt述 の 如 く分析す る な ら ，

「各 ゴ説 ・概念を，　1青午』 に 当 は め た もの に 過 ぎな い

の で は な か ろ うか ？ 」 とい う疑 問が 生 ず るで あ ろ う 。 じ

か し，な ん らか の 根本杓立
’
殉こ統一さ れ た 時 ，折衷 主義

は ，もつ と も公 5D
よ妥当性を 持 つ 知 識体系を 与 え る 。 多

’

くの 青 年 心 」［＃ At 　ts，「青 年 」 とい う，児 」：
・成 入 等の 関

係概念 を媒介 として 始 め て 成立す る ，
一種 の 発 達概念 を

今 む通 り， 「感 清の 発 這 ・知能 の 発 這丿 社会性 の 発 達 」

等，『発 這 』 とい う祝 ．一 こ紘合 さ れ て い る 。〔C17） は わ が

邦 の 青年 に つ い て の 量 冨 な 基礎資料 を 「発 達 」 的 に 統合

した もつ とも新 しい もの と思 う。〕今 これ ら を ，「青年発

達 薗理 学 」と呼ぶ な ら，個 々 の 青年 を比 較論述 す る 「青

率 差異 〔理 学 」力 可 能 とな る 。
「女 子青 年 心 匙、学」（津留

氏）や ， 良村育乍の 研 究 ，内向性青年 の 研 究 は後者 に属

す るの で あ る 。 兎に 荊 ，統
一rt1立 場 ・「問題倉識」が 明瞭

に な る程 ， その 青年 心 理 弘 謖 か ら，元 型 旨 ・本 質 的 な知

識を期待 し得・る と
『

え よ う。

　肇者 は ，青年 の 心 理 現 象 （劣等感憾 檄性
・
対 人関係 。
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54 教 育 心 理 学 研 究 第 1 巻 第 11弓・

自殺等）の 構造 を解 明 し，そ の 性格形成過程 を 分柚せ ん

とす る 青 年 心 理 学 の 一一領 域 を 考 想 し ，仮 に ，「青年性 格

心 理 学 」 と呼 ん で い る 。

　1
一
青年 」 とい う縦断面的な 発達 概念と，「劉1格一1とい う

横 断 面的 な類 型 概 念 とを 含 む 以 上 ， 「青年姓格心 理 学 」

は そ れ 自体 ，
一種 の 矛盾概念で あ る こ どを 自覚せ ざ る を

得 な い 。 こ ご ざは ・常 に，厂何 故彼 は，そ の よ うな 言動

を とつ たか ？ 」 「何 故 ，そ の 青年 は，そ の よ うな 性 格 を

’
形成す るに 蓋 う た か ？」 とい う質問に よつ て ，す べ て の

事象 を統合 し よ うとす る。 例 え ば ，上 述 の 対 人 関係 の 分

新は ，窮極辷，対 人 関係 の 類 型 的 把 握 と，そ の 形 成 過 程
「
の 説明 に 関係づ け られ るの で あ る 。

「性格」を 中心 と して 霄年 を考 え る と き，青年 は，矛盾

を持 つ もの 。 自己 矛肝 に よつ て 発 展 す る もの ・常 に 独 自

の 性洛形成 の 過程に あ る もの と して 考えられ，そ の 完成

した 形で は，〃 時闇 の 室 閘化 ク （Bergson）に 仙1た 誤 り

を犯 さぬ よ う．「青年 の 幾 何学 」で は な く して ，「臂年 の

力 学」が 望 まれ，そ こ で は．青年 の 生 き 方 に つ い て の ，

実存的 な命 題 を も問題 とす る こ とが 可能に な る と信ず る

要 約

　 青年心 理 学に お け る対人 関係の 彡漸 は 一 対象（種類）

を 巾心 と して ，及び
2
方法 （分 析 の 概念） を中心 と して

考察 さ れ る が ，前 者 は ，い き お い 記 述 に ，後者 は説明 に

軍 点 を お く。 叉 各個 々 領域 の 対入関係を再 構成す る t と

に よ つ て ・ 青年期対入関係 の 基本的特質 を究明 し彳1播 。

こ の 論文 は ，方法 を 巾心 と し，対 入麗係 全 般 を 分 析 し

た 。

　 分析 の 立 湯 及 び 概念を列挙 す れ ば次の 通 りで あ る 。

’ A　個 入 内の 心 理 力動性 の 立 場

　　　対 人 関係ρ強 度 ・ 深 度 （場理 論 を主 と して ）

　　　対人関係 の 動機 ・磯制（精神分 析 理 論 を主 と して ）

　 B　 心 間心 理 の 立．場

　　　対 人 簾 係 の 役割 ・技 巧 ・
枠羅 （社会心理 的）

　　　対人関係 の 基 本 的態度 （特性 ） （性 俗 瞬 白勺）

　 C　 日常性の 立 場

　　　対 人 関係の 性質 （経 験的 入 胃騨 ）

　夫 々 の 立 場 を ， 青年の 作文等の 引例に よ り分析し，そ

の 対 人 関係 の 背景 と して ， 青年 の 生 活室 聞 の 構造・独 立 ・

承 認 の 要求 ・憧憬 ・劣 等感 ・自己嫌 悪 ・感 激 性等 を考察

し ， こ れ ら を， r青年 性格 心紳学 」 とい う立 場 に よ り統

合しよ うとす る 試論で あ り， H．基本的な立場 の 解明 を期

した もの で あ る 。

い う迄 もな く・こ の 「説 明 」 の 立 場 は，次の 発 達 段階
の 記 述 の 役割 を果 し．再 び 止揚 され るべ き面 を持 つ て い

る 。

引　用　夊　献

1．西 乎 贏喜 ： 厂青 年
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